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「
こ
れ
と
こ
れ
二
つ
」
と
は
、
色

紙
の
両
面
に

0

0

0

書
か
れ
た
内
容
で
あ
り
、

「
表
裏
で
一
つ
」
と
は
、
色
紙
の
表

側
と
裏
側
で
一
つ
の

0

0

0

宣
布
文
と
い
う

意
味
で
す
。
色
紙
の
表
側
と
裏
側
の

内
容
は
「
最
初
の
宣
布
文
」
の
「
内

と
外
」
の
関
係
で
あ
り
、
真
の
お
父

様
が
言
わ
れ
る
と
お
り
「
事
実
」
な

の
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
『
統
一
教
会
の
分
裂
』

は
動
画
の
13
分
04
秒
以
降
の
み
言
を

削
除
し
て
「
特
報
事
項
」
を
隠
蔽

し
、「
最
初
の
宣
布
文
」
を
表
側
だ

け
で
「
創
始
者
の
『
異
端
者
・
爆
破

者
』
宣
布
文
」
と
呼
ぶ
こ
と
で
真
意

を
ゆ
が
め
て
い
る
の
で
す
。

　
②
「
最
初
の
宣
布
文
」
が
、
真
の
お

父
様
の
「
宗
教
的
生
命
と
神
性
を
破

壊
」
し
た
と
い
う
〝
虚
偽
〟

　
『
統
一
教
会
の
分
裂
』
は
、
こ
の

「
最
初
の
宣
布
文
」
が
、
真
の
お
父

様
の
「
宗
教
的
生
命
と
神
性
を
破
壊
」

し
た
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　
「
創
始
者
の
宗
教
的
生
命
は
こ
の

動
画
と
宣
布
文
の
拡
散
に
よ
っ
て
殺

二
十
三
、
一
つ
目
の
「
真
の
父
母
様

宣
布
文
」
の
真
実

　　

二
〇
一
〇
年
六
月
五
日
、
真
の
父

母
様
が
作
成
さ
れ
た
一
つ
目
の
「
真

の
父
母
様
宣
布
文
」（
以
下
、「
最
初

の
宣
布
文
」）
に
対
し
、
金
鍾
奭
著

『
統
一
教
会
の
分
裂
』
は
「
創
始
者

（
注
、
真
の
お
父
様
）
の
『
異
端
者
・

爆
破
者
』
宣
布
文
」
と
呼
び
、
そ
こ

に
込
め
ら
れ
た
真
の
父
母
様
の
〝
真

意
〟
を
ゆ
が
め
て
い
ま
す
。

　

二
〇
〇
八
年
四
月
、
亨

ヒ
ョ
ン

進ヂ
ン

様
が
世

界
会
長
に
就
任
し
た
頃
か
ら
、
顯

ヒ
ョ
ン

進ヂ
ン

教
理
研
究
院

サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
教
会
お
よ
び
Ｕ
Ｃ
Ｉ
を
支
持
す
る
人
々
の
言
説
の
誤
り
（
19
）

様
は
真
の
父
母
様
の
指
導
や
指
示
に

従
わ
ず
、
別
の
動
き
を
す
る
こ
と
が

顕
在
化
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

二
〇
〇
九
年
三
月
八
日
、
い
わ
ゆ
る

「
束ソ

ㇰ

草チ
ョ

事
件
」
の
と
き
、
真
の
お
父

様
は
「
顯
進
、
お
ま
え
も
別
の
所
に

行
か
ず
、
父
の
所
に
来
て
、
父
に
付

い
て
回
り
な
さ
い
」（
マ
ル
ス
ム
選

集
６
０
９
－
１
３
３
）
と
命
じ
ら
れ

ま
し
た
が
、
顯
進
様
は
従
わ
ず
、
同

年
九
月
十
日
を
最
後
に
、
真
の
父
母

様
の
前
に
姿
を
見
せ
な
く
な
り
ま
し

た
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
二
〇
一

〇
年
六
月
五
日
、
真
の
父
母
様
は

「
最
初
の
宣
布
文
」
を
作
成
し
、
そ

の
映
像
を
公
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
「
最
初
の
宣
布
文
」
を
、『
統

一
教
会
の
分
裂
』
は
「
創
始
者
の

『
異
端
者
・
爆
破
者
』
宣
布
文
」（
１

７
３
ペ
ー
ジ
）
と
呼
び
、
そ
れ
が

「
統
一
教
会
か
ら
文
顯
進
を
完
全
に

除
去
す
る
た
め
に
作
成
さ
れ
た
作
品
」

（
同
）
で
あ
る
と
し
、
さ
ら
に
、
こ

れ
を
「
文
亨
進
は
自
身
が
創
始
者
の

『
代
身
者
・
相
続
者
』」（
同
）
と
主

張
す
る
核
心
的
根
拠
と
し
て
い
る
と

述
べ
て
い
ま
す
。（
注
、
真
の
父
母

様
宣
布
文
サ
イ
ト
に
掲
載
し
た
「
真

の
父
母
様
宣
布
文
」
は
、
二
〇
一
一

年
五
月
二
十
五
日
、
真
の
父
母
様
が

発
表
さ
れ
た
二
つ
目
の
宣
布
文
で
す
）

　
『
統
一
教
会
の
分
裂
』
は
、「
最
初

の
宣
布
文
」
の
作
成
過
程
に
お
け
る

真
の
父
母
様
の
会
話
の
一
部
を
削
除

し
、
意
図
的
に
編
集
を
加
え
、「
最

初
の
宣
布
文
」
に
込
め
ら
れ
た
真
の

父
母
様
の
〝
真
意
〟（
心
情
、
事
情
、

願
い
）
を
隠
蔽
し
て
い
ま
す
。

　

（
１
）「
最
初
の
宣
布
文
」
の
真
実

①
「
最
初
の
宣
布
文
」
を
一
部
意
図

的
に
削
除

　
『
統
一
教
会
の
分
裂
』
１
７
３
ペ
ー

ジ
は
、「
最
初
の
宣
布
文
」
を
次
の

よ
う
に
引
用
し
ま
す
。

　
「
万
王
の
王
は
一
人
の
神
様
、
真

の
父
母
様
も
一
人
の
父
母
、
万
世
代

の
民
も
一
つ
の
血
統
の
国
民
で
あ
り
、

一
つ
の
天
国
の
子
女
で
あ
る
。
天
宙

平
和
統
一
本
部
も
絶
対
唯
一
の
本
部

で
あ
る
。
そ
の
代
身
者
・
相
続
者
は

文
亨
進
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
の
人
は

異
端
者
で
あ
り
爆
破
者
で
あ
る
。
以

上
の
内
容
は
、
真
の
父
母
様
の
宣
布

文
で
あ
る
。
二
〇
一
〇
年
六
月
五
日

文
鮮
明
」

　　
『
統
一
教
会
の
分
裂
』
は
こ
の
部

分
だ
け
を
用
い
、「
最
初
の
宣
布
文
」

が
「
創
始
者
の
『
異
端
者
・
爆
破
者
』

宣
布
文
」
だ
と
主
張
し
ま
す
。
し
か

し
「
最
初
の
宣
布
文
」
は
、
こ
れ
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
以
下
、
引
用

し
ま
す
。

　
「
特
報
事
項
は
天
宙
統
一
教
、
世

は
い
ま
す
が
、
核
心
的
な
み
言
は
全

て
削
除
し
て
い
ま
す
。
実
は
、
そ
の

削
除
部
分
に
こ
そ
「
最
初
の
宣
布
文
」

に
お
け
る
真
の
父
母
様
の
〝
真
意
〟

が
あ
る
の
で
す
。

　

真
の
お
父
様
が
「
最
初
の
宣
布
文
」

を
作
成
さ
れ
て
い
る
動
画
は
18
分
10

秒
の
映
像
で
す
が
、『
統
一
教
会
の

分
裂
』
は
、
そ
の
う
ち
13
分
03
秒
ま

で
の
映
像
の
会
話
だ
け
を
記
載
し
、

そ
れ
以
降
の
み
言
を
全
て
削
除
し
て

い
ま
す
。　

　

真
の
お
父
様
は
「
特
報
事
項
」
を

色
紙
に
書
か
れ
、「
天
宙
統
一
教
、

世
界
統
一
教
宣
教
本
部
の
公
文
の
み

認
定
す
る
。
文
鮮
明
。
２
０
１
０
年

（
天
暦
）
4
月
23
日
。
韓
国
天
正
宮

（
博
物
館
）
で
発
布
す
る
」（
動
画
16

分
47
秒
～
17
分
03
秒
）
と
語
っ
て
お

ら
れ
、
そ
の
色
紙
に
対
し
、
お
父
様

は
「
こ
れ
と
こ
れ
二
つ
、
表
裏
で
一

つ
だ
。
内
と
外
。
事
実
で
あ
る
」（
動

画
17
分
09
～
12
秒
）
と
語
っ
て
お
ら

れ
ま
す
。
こ
の
部
分
の
み
言
が
『
統

一
教
会
の
分
裂
』
に
は
全
く
記
載
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。

界
統
一
教
宣
教
本
部
の
公
文
の
み
認

定
す
る
。
2
0
1
0
年
（
天
暦
）
4

月
23
日
（
陽
暦
）
6
月
5
日
、
韓
国

天チ
ョ
ン
ヂ
ョ
ン
グ
ン

正
宮
（
博
物
館
）
で
発
布
す
る
。

文ム
ン
ソ
ン
ミ
ョ
ン

鮮
明
」

　　
『
統
一
教
会
の
分
裂
』
は
、
色
紙

の
裏
側
に
書
か
れ
た
こ
の
「
特
報
事

項
」
を
意
図
的
に
削
除
し
、
隠
蔽
し

て
い
ま
す
。
同
書
は
「
特
報
事
項
」

に
お
け
る
真
の
父
母
様
と
亨
進
様
と

の
や
り
取
り
を
部
分
的
に
記
載
し
て

解 説

害
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
…
…
創
始
者

の
カ
リ
ス
マ
は
、
無
能
で
貪
欲
で
あ

り
、
世
俗
的
な
レ
ベ
ル
に
転
落
し
た
。

こ
の
動
画
と
宣
布
文
を
企
画
し
流
布

0

0

し
た
者

0

0

0

は
、
創
始
者
の
カ
リ
ス
マ
を

崩
壊
さ
せ
、
彼
の
宗
教
的
生
命
と
神

性
を
破
壊
し
た
者

0

0

0

0

0

で
あ
る
」（
１
７

５
～
１
７
６
ペ
ー
ジ
）

　

こ
れ
は
い
つ
も
ど
お
り
、『
統
一

教
会
の
分
裂
』
の
〝
虚
偽
の
ス
ト
ー

リ
ー
〟
に
基
づ
く
誤
っ
た
主
張
で
す
。

『
統
一
教
会
の
分
裂
』
１
６
９
ペ
ー

ジ
に
は
、
真
の
お
父
様
が
色
紙
の
表

側
を
書
か
れ
た
あ
と
、
真
の
お
母
様

や
亨
進
様
と
次
の
よ
う
な
や
り
取
り

を
さ
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
韓
鶴
子
：
こ
れ
、
全
部
出
し
て
も

い
い
で
す
か
？

文
亨
進
：
言
葉
が
ち
ょ
っ
と
強
い
か

ら
…

韓
鶴
子：こ
れ
は
少
し
強
す
ぎ
る
か
ら
。

創
始
者
：
何
。

韓
鶴
子
：
こ
れ
、
全
部
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
上
げ
る
？

創
始
者
：
上
げ
な
き
ゃ
」

　

　

Ｕ
Ｃ
Ｉ
（
い
わ
ゆ
る
「
郭ク
ァ
ㇰグ

ル
ー
プ
」）
を
支
持
す
る
人
々
は
、
金キ
ㇺ

鍾ヂ
ョ
ン

奭ソ
ㇰ

著
『
統
一
教

会
の
分
裂
』
の
日
本
語
訳
を
広
め
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
こ
の
書
籍
が
述
べ
る
一
つ
目

の
「
真
の
父
母
様
宣
布
文
」
批
判
の
〝
虚
偽
〟
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
内
容
を
総
合
的
に
理
解
し
把
握
す
る
た
め
に
は
、「
真
の
父
母
様
宣

布
文
サ
イ
ト
（http://trueparents.jp/

）」
の
掲
載
文
や
映
像
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

　

教
理
研
究
院

　

注
、
真
の
父
母
様
の
み
言
は
「
青
い
字
」
で
、
Ｕ
Ｃ
Ｉ
お
よ
び
反
対
派
の
主
張
は
「
茶

色
の
字
」
で
区
別
し
て
い
ま
す
。

真
の
父
母
様
宣
布
文
サ
イ
ト
は
こ
ち
ら
か
ら
→

「最初の宣布文」が記された色紙の表側（右）と裏側（左）
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真
の
お
父
様
が
「
そ
れ
以
外
の
人

は
異
端
者
で
あ
り
爆
破
者
で
あ
る
」

と
書
か
れ
た
あ
と
、
真
の
お
母
様
や

亨
進
様
は
そ
れ
に
対
し
「
言
葉
が

ち
ょ
っ
と
強
い
」
と
躊

ち
ゅ
う

躇ち
ょ

し
て
お
ら

れ
ま
す
。
お
母
様
が
「
こ
れ
、
全
部

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
上
げ
る
？
」
と

お
父
様
に
尋
ね
ら
れ
る
と
、
お
父
様

は
「
上
げ
な
き
ゃ
」
と
語
ら
れ
、
そ

の
後
、
お
母
様
は
次
の
よ
う
に
語
ら

れ
た
と
あ
り
ま
す
。

　
「
韓
鶴
子
：
全
て
の
宣
教
国
は
全

て
、
あ
の
全
て
の
統
一
の
民
は
世
界

宣
教
本
部
の
公
文
の
指
示
事
項
の
み

認
め
ろ
と
い
う
こ
こ
に
サ
イ
ン
す
る

の
は
嫌
で
す
か
？
（
そ
の
よ
う
に
し

て
）
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
上
げ
れ
ば
、

何
の
欠
点
も
あ
り
ま
せ
ん
。
顯
進
だ

け
、
食
口
が
知
れ
ば
、
顯
進
は
言
う

こ
と
を
聞
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
（
全マ

マ

判
、

全
体
の
内
容
を
書
か
れ
た
も
の
）
は

保
管
し
ま
す
よ
」（
１
６
９
ペ
ー
ジ
）

　　

こ
の
傍
線
部
分
の
翻
訳
は
正
し
く

あ
り
ま
せ
ん
。「
食
口
が
知
れ
ば
、

顯
進
の
言
う
こ
と
を
聞
き
ま
せ
ん
」

が
正
し
い
翻
訳
で
す
。「
顯
進
は
」

で
は
な
く
「
顯
進
の
」
で
す
。
す
な

わ
ち
、
真
の
お
母
様
は
宣
布
文
の
裏

側
の
「
特
報
事
項
」
で
あ
る
「
世
界

統
一
教
宣
教
本
部
の
公
文
の
み
認
定

す
る
」
を
「
食
口
が
知
れ
ば
、（
食シ

ッ

口ク

は
）
顯
進
の
言
う
こ
と
を
聞
き

ま
せ
ん
」
と
語
ら
れ
、「
こ
れ
（
色

紙
）
は
保
管
し
ま
す
よ
」
と
語
っ
て

お
ら
れ
る
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
『
統

一
教
会
の
分
裂
』
は
、
表
側
の
内
容

0

0

0

0

0

を
「
食
口
が
知
れ
ば
、
顯
進
は0

言
う

こ
と
を
聞
き
ま
せ
ん
」
だ
か
ら
「
こ

れ
（
色
紙
）
は
保
管
し
ま
す
よ
」
と

語
っ
て
お
ら
れ
る
か
の
よ
う
に
改か

い

竄ざ
ん

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
真
の
お
父

様
は
お
母
様
に
次
の
よ
う
に
語
ら
れ

た
と
述
べ
て
い
ま
す
。　

　
「
創
始
者
：
保
管
っ
て
誰
が
保
管

す
る
の
。
そ
う
す
る
ん
だ
よ
全
部
」

（
同
）

　　

こ
れ
は
み
言
の
隠
蔽
に
よ
る
改
竄

で
す
。
改
竄
し
た
部
分
を
青
色
で
表

示
し
、
正
確
に
表
記
し
ま
す
。

　
「
創
始
者
：
保
管
っ
て
、
保
管
で

は
な
く
こ
れ
を
宣
布
し
な
く
て
は
、

誰
が
保
管
す
る
の
。
こ
れ
を
宣
布
し

な
さ
い
と
い
う
の
で
す
」（
動
画
4

分
28
～
33
秒
）

　　
『
統
一
教
会
の
分
裂
』
は
、
真
の

お
父
様
が
「
保
管
っ
て
誰
が
保
管
す

る
の
。
そ
う
す
る
ん
だ
よ

0

0

0

0

0

0

0

全
部
」
と

語
ら
れ
た
か
の
よ
う
に
み
言
を
改
竄

し
ま
す
。
つ
ま
り
、
お
父
様
が
「
最

初
の
宣
布
文
」
を
ネ
ッ
ト
に
上
げ
ず

に
保
管
し
て
お
き
な
さ
い
と
指
示
さ

れ
た
か
の
よ
う
に
描
写
し
て
い
る
の

で
す
。

　

し
か
し
、
真
の
お
父
様
は
「
保
管

で
は
な
く
こ
れ
を
宣
布
し
な
く
て
は
、

誰
が
保
管
す
る
の
。
こ
れ
を
宣
布
し

な
さ
い
」
と
強
く
命
じ
て
お
ら
れ
ま

す
。

　
『
統
一
教
会
の
分
裂
』
が
こ
の
よ

う
に
改
竄
す
る
の
は
、
真
の
お
父
様

が
「
最
初
の
宣
布
文
」
の
内
容
を

人
々
が
知
り
え
な
い
よ
う
保
管
し
な

0

0

0

0

さ
い

0

0

と
指
示
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

真
の
お
母
様
と
亨
進
様
が
「
動
画
と

宣
布
文
を
企
画
し
流
布
し
た
者

0

0

0

0

0

」（
１

７
５
ペ
ー
ジ
）
で
あ
る
と
描
き
、
そ

れ
に
よ
っ
て
、
お
母
様
が
「
創
始
者

の
カ
リ
ス
マ
を
崩
壊
さ
せ
、
彼
の
宗

教
的
生
命
と
神
性
を
破
壊
し
た
者

0

0

0

0

0

」

（
１
７
５
～
１
７
６
ペ
ー
ジ
）
で
あ

る
か
の
よ
う
に
印
象
づ
け
、
お
母
様

を
お
と
し
め
る
た
め
で
す
。

　

つ
ま
り
、
真
の
お
父
様
ご
自
身
が

「
最
初
の
宣
布
文
」
を
「
保
管
で
は

な
く
こ
れ
を
宣
布
し
な
く
て
は

0

0

0

0

0

0

0

」
な

ら
な
い
と
指
示
し
て
お
ら
れ
た
の
で

あ
っ
て
、「（
お
父
様
の
）
宗
教
的
生

命
は
こ
の
動
画
と
宣
布
文
の
拡
散
に

よ
っ
て
殺
害
さ
れ
た
」
と
い
う
事
実

は
全
く
な
い
、
と
い
う
の
が
事
の
真

相
な
の
で
す
。

　
（
２
）「
最
初
の
宣
布
文
」
は
、
顯

進
様
を
「
除
去
す
る
た
め
に
作
成
さ

れ
た
作
品
」
で
は
な
い

　
『
統
一
教
会
の
分
裂
』
は
、「
最
初

の
宣
布
文
」
と
は
、
真
の
お
母
様
が

「
統
一
教
会
か
ら
文
顯
進
を
完
全
に

除
去
す
る
た
め
に
作
成
さ
れ
た
作
品
」

（
１
７
３
ペ
ー
ジ
）
で
あ
る
と
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
は
〝
虚
偽
〟
の
主

張
で
す
。
ま
ず
、「
最
初
の
宣
布
文
」

の
作
成
に
至
る
ま
で
の
顯
進
様
の
動

き
を
理
解
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
①
「
最
初
の
宣
布
文
」
作
成
に
至
る

ま
で
の
経
緯

　

二
〇
〇
九
年
三
月
八
日
、
い
わ
ゆ

る
「
束
草
事
件
」
の
と
き
、
真
の
お

父
様
は
人
事
措
置
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
『
統
一
教
会
の
分
裂
』
は
、
そ
れ

を
「
文
顯
進
Ｕ
Ｐ
Ｆ
及
び
Ｇ
Ｐ
Ｆ
会

長
停
職
」（
１
５
０
ペ
ー
ジ
）
と
述

べ
て
い
ま
す
が
、
実
際
は
、
真
の
お

父
様
は
「
金キ

ㇺ

起ギ

勳フ
ン

を
顯
進
の
代
身
と

し
て
立
て
る
の
で
す
。
顯
進
は
勉
強

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
…
…
ア

ベ
ル
を
神
様
と
ア
ダ
ム
、
エ
バ
よ
り

も
っ
と
愛
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
す
」（
マ
ル
ス
ム
選
集
６
０
９
－

１
３
１
）
と
語
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

真
の
お
父
様
は
、
こ
の
と
き
顯
進

様
に
対
し
「
Ｕ
Ｐ
Ｆ
会
長
と
Ｇ
Ｐ
Ｆ

を
一
年
間
休
み
、
金
起
勳
牧
師
が
代

わ
り
に
す
る
」
よ
う
人
事
措
置
を
さ

れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
顯
進
様
は
そ

れ
を
無
視
し
、「
フ
ィ
リ
ピ
ン
Ｇ
Ｐ

Ｃ
を
二
〇
〇
九
年
十
二
月
に
予
定
通

り
推
進
し
よ
う
」（
１
６
２
ペ
ー
ジ
）

と
し
た
の
で
す
。
顯
進
様
は
同
年
十

一
月
二
十
日
、
お
父
様
に
宛
て
て
次

の
よ
う
な
書
信
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　
「
私
は
状
況
が
ど
う
で
あ
れ
、
こ

こ
で
決
し
て
あ
き
ら
め
て
退
く
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
…
…
十
二
月
十
日

か
ら
十
四
日
ま
で
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の

マ
ニ
ラ
で
開
催
さ
れ
る
Ｇ
Ｐ
Ｃ
は
、

中
断
さ
れ
た
り
延
期
さ
れ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
…
…
お
父
様
が
透
明

か
つ
公
正
に
中
心
を
掴
ん
で
導
い
て

来
ら
れ
た
神
様
の
摂
理
を
原
理
的
で

な
い
方
法
で
左
右
し
よ
う
と
す
る
こ

と
に
は
到
底
、
従
う
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
」（
１
６
２
～
１
６
３
ペ
ー
ジ
）

　　

顯
進
様
は
、
真
の
お
父
様
の
人
事

措
置
を
無
視
し
、「
状
況
が
ど
う
で

あ
れ
、
こ
こ
で
決
し
て
あ
き
ら
め
て

退
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
…
…
Ｇ

Ｐ
Ｃ
は
、
中
断
さ
れ
た
り
延
期
さ
れ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
…
…
到
底
、

従
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
」
と
述
べ

て
い
ま
す
。
そ
れ
を
『
統
一
教
会
の

分
裂
』
は
、「
創
始
者
の
意
図
を
守

る
た
め
に
行
く
べ
き
道
を
行
く
と
い

う
文
顯
進
の
意
志
が
現
れ
て
い
る
」

と
持
ち
上
げ
ま
す
が
、
実
際
は
、
お

父
様
の
指
示
に
対
し
「
到
底
、
従
う

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
」
と
明
言
す
る

〝
不
従
順
宣
言
〟
で
あ
り
、
そ
こ
に

は
「
お
父
様
の
意
図
に
反
し
て
も
自

分
の
道
を
行
く
」
と
い
う
、
お
父
様

が
願
わ
れ
る
原
理
的
な
〝
一
体
化
〟

を
無
視
す
る
姿
勢
が
現
れ
て
い
ま
す
。

お
父
様
の
本
来
の
意
図
は
、「
顯
進

が
（
金
起
勳
氏
に
）
侍は

べ

っ
て
協
助
す

る
立
場
に
立
つ
」（
マ
ル
ス
ム
選
集

６
０
９
－
１
３
４
）
こ
と
を
通
し
て
、

「
ア
ベ
ル
を
神
様
と
ア
ダ
ム
、
エ
バ

よ
り
も
っ
と
愛
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
い
う
「
カ
イ
ン
・
ア
ベ
ル
の

関
係
」
を
学
ば
せ
る
た
め
の
も
の
で

し
た
。
し
か
し
、
顯
進
様
は
そ
れ
に

従
わ
ず
、
同
年
十
二
月
十
日
、「
フ
ィ

リ
ピ
ン
を
訪
問
し
て
Ｇ
Ｐ
Ｃ
を
強
行
」

（
１
６
４
ペ
ー
ジ
）
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、『
統
一
教
会
の
分
裂
』

は
、
二
〇
一
〇
年
五
月
末
、
顯
進

様
が
「
ブ
ラ
ジ
ル
を
訪
問
し
、
ビ

シ
ョ
ッ
プ
・
フ
ェ
レ
イ
ラ
と
会
い
南

米
Ｇ
Ｐ
Ｆ
活
動
の
支
援
を
得
る
な
ど
、

活
発
な
活
動
」（
１
６
５
ペ
ー
ジ
）

を
し
て
い
た
と
記
し
、
同
年
五
月
三

十
日
「
ブ
ラ
ジ
ル
教
会
を
訪
問
し
た

際
、
責
任
者
で
あ
る
申
東
謀
が
韓
国

本
部
の
指
示
に
よ
り
文
顯
進
が
教
会

の
壇
上
に
立
て
な
い
よ
う
に
」（
同
）

し
よ
う
と
す
る
出
来
事
が
起
こ
っ
た

と
述
べ
ま
す
。
当
時
、
南
米
の
大
陸

会
長
で
あ
っ
た
申シ

ン

東ド
ン

謀モ

氏
は
「
統
一

教
会
人
た
ち
に
引
き
摺
り
下
ろ
さ
れ
」

（
同
）、
顯
進
様
が
ブ
ラ
ジ
ル
教
会
の

壇
上
と
本
部
を
占
拠
し
集
会
を
行
っ

た
と
い
う
の
で
す
。

　
『
統
一
教
会
の
分
裂
』
は
、「
韓
国

本
部
の
指
示
に
よ
り
文
顯
進
が
教
会

の
壇
上
に
立
て
な
い
よ
う
に
」
と
述

べ
て
い
ま
す
が
、
二
〇
一
〇
年
六
月

二
日
付
の
「
世
界
宣
教
本
部
」（
当

時
）
の
公
文
に
よ
れ
ば
、
顯
進
様
の

ブ
ラ
ジ
ル
教
会
訪
問
と
日
曜
礼
拝
で

の
集
会
の
件
で
、
申
東
謀
大
陸
会
長

は
世
界
宣
教
本
部
の
公
文
を
通
じ
、

真
の
父
母
様
か
ら

0

0

0

0

0

0

0

〝
特
別
指
示
〟
を

受
け
て
い
た
の
で
す
。
そ
れ
は
、
顯
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進
様
は
「
真
の
父
母
様
の
許
諾
な
く

公
式
的
な
食
口
集
会
で
説
教
を
で
き

な
い
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

さ
ら
に
、
翌
日
の
早
朝
訓
読
会
で
、

顯
進
様
が
「
彼
（
申
東
謀
氏
）
の
頭

を
小
突
き
、
座
っ
て
い
る
申
東
謀
の

足
を
蹴
る
」（
１
６
６
ペ
ー
ジ
）
と

い
う
暴
力
事
件
を
起
こ
し
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
で
、
同
年
六
月
二
日
付
の

「
世
界
宣
教
本
部
」
の
公
文
を
通
じ
、

真
の
父
母
様
の
特
別
指
示
が
再
度
あ

0

0

0

り0

、
そ
れ
は
「
真
の
父
母
様
は
こ
の

よ
う
な
暴
力
は
絶
対
に
容
認
で
き
ず
、

今
後
、
顯
進
様
は
真
の
父
母
様
の
裁

可
を
受
け
ず
し
て
は
、
絶
対
に
公
式

的
な
集
会
や
教
会
で
講
演
や
説
教
を

行
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
内
容

で
し
た
。
顯
進
様
の
こ
の
暴
力
事

件
に
つ
い
て
、『
統
一
教
会
の
分
裂
』

も
「
非
統
一
教
会
人
の
観
点
か
ら
す

る
と
、
文
顯
進
の
行
為
は
非
道
徳
的

で
あ
り
、
暴
力
的
で
あ
り
、
合
理
化

し
に
く
い
の
は
事
実
で
あ
る
」（
同
）

と
認
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
顯
進
様
の
一
連
の
行

動
は
、
真
の
お
父
様
の
人
事
措
置
に

対
す
る
不
従
順
、
真
の
父
母
様
の
特

別
指
示
や
「
世
界
宣
教
本
部
」
の
公

文
に
対
す
る
無
視
、
さ
ら
に
は
責
任

者
に
対
す
る
暴
行
に
ま
で
エ
ス
カ

レ
ー
ト
し
て
い
き
ま
し
た
。
こ
れ
が
、

真
の
父
母
様
が
「
最
初
の
宣
布
文
」

を
作
成
す
る
に
至
る
ま
で
の
経
緯
で

す
。

　
②
「
最
初
の
宣
布
文
」
作
成
に
込
め

ら
れ
た
真
の
父
母
様
の
願
い

　

真
の
お
父
様
が
「
最
初
の
宣
布
文
」

を
色
紙
の
表
側
に
書
か
れ
た
あ
と
、

お
父
様
と
真
の
お
母
様
が
会
話
さ
れ

た
内
容
が
『
統
一
教
会
の
分
裂
』（
１

６
９
～
１
７
３
ペ
ー
ジ
）
に
書
か
れ

て
い
ま
す
。

　

真
の
お
母
様
は
、「
全
て
の
宣
教

国
は
全
て
、
あ
の
全
て
の
統
一
の
民

は
世
界
宣
教
本
部
の
公
文
の
指
示
事

項
の
み
認
め
ろ
と
い
う
こ
こ
に
サ
イ

ン
す
る
の
は
嫌
で
す
か
？
」
と
真
の

お
父
様
に
何
度
も
お
願
い
さ
れ
、
お

父
様
が
「
な
ぜ
、
し
き
り
に
そ
う
な

の
？
」
と
理
由
を
尋
ね
ら
れ
る
と
、

お
母
様
は
「
宣
教
本
部
を
認
め
な
い

か
ら
」「
世
界
宣
教
本
部
か
ら
出
る

公
文
だ
け
、
民
は
認
め
ろ
、
こ
れ
で

す
よ
。
…
…
食
口
を
教
育
を
し
な
け

れ
ば
」「
法
人
を
受
け
た
名
前
を
無

視
す
る
ん
で
す
よ
、
顯
進
が
」「
無

知
な
食
口
は
、
こ
れ
、
宣
教
本
部
か

ら
出
る
公
文
は
偽
者マ

マだ
。
こ
れ
で
は

い
け
な
い
か
ら
」
等
々
と
語
っ
て
お

ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
前
述
し
た
ブ
ラ
ジ
ル
教

会
で
起
こ
っ
た
事
件
に
関
連
し
て
い

る
内
容
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、「（
顯
進

様
が
）
真
の
父
母
様
の
許
諾
な
く
公

式
的
な
食
口
集
会
で
説
教
を
で
き
な

い
」
と
い
う
真
の
父
母
様
の
指
示
を
、

「
世
界
宣
教
本
部
」
の
公
文
を
通
じ

て
ブ
ラ
ジ
ル
本
部
に
事
前
に
送
り
、

問
題
を
解
決
す
る
よ
う
伝
え
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
申
東
謀
氏
は
「
統

一
教
会
人
た
ち
に
引
き
摺
り
下
ろ
さ

れ
」、
顯
進
様
が
ブ
ラ
ジ
ル
教
会
の

壇
上
と
本
部
を
占
拠
し
集
会
を
行
っ

た
か
ら
で
す
。
こ
の
よ
う
な
事
態
に

よ
る
混
乱
を
収
拾
す
る
た
め
、
真
の

お
母
様
は
食
口
の
教
育
の
た
め
に
色

紙
の
裏
側
の
「
特
報
事
項
」
の
「
世

界
統
一
教
宣
教
本
部
の
公
文
の
み
認

0

0

0

0

0

定0

す
る
」
と
い
う
内
容
を
書
か
れ
る

よ
う
何
度
も
お
願
い
さ
れ
た
の
で
す
。

し
か
し
、『
統
一
教
会
の
分
裂
』
は
、

「
統
一
教
会
か
ら
文
顯
進
を
完
全
に

除
去
す
る
た
め
に
作
成
さ
れ
た
」
と

い
う
〝
虚
偽
の
ス
ト
ー
リ
ー
〟
を
描

く
た
め
に
、
色
紙
の
裏
側
の
「
特
報

事
項
」
や
、
真
の
お
父
様
と
お
母
様

の
会
話
の
や
り
取
り
の
核
心
部
分
を

全
て
削
除
し
て
い
る
の
で
す
。

　

真
の
お
父
様
は
「
最
初
の
宣
布
文
」

の
裏
側
に
「
特
報
事
項
」
を
書
き
、

そ
れ
を
真
の
お
母
様
に
渡
さ
れ
て
次

の
よ
う
に
会
話
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

真
の
お
母
様
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
何
度
も
、
二
度
三
度
、
申

し
上
げ
て
、
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。

事
が
、
さ
ら
に
広
が
る
こ
と
が
で
き

な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
」

　

真
の
お
父
様
「
広
が
れ
ば
、
天
が

放
っ
て
お
か
な
い
。
連
れ
て
い
っ
て

し
ま
う
よ
。
全
て
」

　

お
母
様
「
は
い
。
そ
の
前
に
悔
い

改
め
て
い
け
る
よ
う
に
」

　

　

こ
の
よ
う
に
、
真
の
お
母
様
は
ブ

ラ
ジ
ル
教
会
の
事
件
に
よ
っ
て
、
混

乱
が
「
さ
ら
に
広
が
る
こ
と
が
で
き

な
い
よ
う
に
し
よ
う
」
と
さ
れ
、「
特

報
事
項
」
の
内
容
を
真
の
お
父
様
に

お
願
い
さ
れ
た
の
で
す
。

　

そ
し
て
真
の
お
父
様
が
、
こ
の
よ

う
な
混
乱
が
「
広
が
れ
ば
、
天
が

放
っ
て
お
か
な
い
。
連
れ
て
い
っ
て

し
ま
う
よ
。
全
て
」
と
語
ら
れ
た
こ

と
に
対
し
て
真
の
お
母
様
は
深
刻
な

思
い
で
、
事
件
の
当
事
者
が
「
そ
の

前
に
悔
い
改
め
て
い
け
る
よ
う
に
」

と
の
切
な
る
心
情
を
吐
露
さ
れ
た
の

で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
「
最
初
の
宣
布
文
」

と
は
、
顯
進
様
を
「
除
去
す
る
た
め

に
作
成
さ
れ
た
作
品
」
で
は
な
く
、

ブ
ラ
ジ
ル
で
生
じ
た
混
乱
を
収
拾
す

る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
顯
進
様
や

Ｕ
Ｃ
Ｉ
側
の
人
物
が
「
悔
い
改
め
て

い
け
る
よ
う
に
」
し
よ
う
と
さ
れ
た

も
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、『
統
一
教

会
の
分
裂
』
は
、
そ
の
よ
う
な
真
の

父
母
様
の
心
情
、
事
情
、
願
い
を
無

視
し
、
み
言
の
隠
蔽
に
よ
っ
て
、
そ

こ
に
込
め
ら
れ
た
真
の
父
母
様
の
真

意
を
ゆ
が
め
、
顯
進
様
を
「
最
初
の

宣
布
文
」
の
犠
牲
者
に
仕
立
て
上
げ

よ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。

　
（
３
）
亨
進
様
が
、「
自
身
が
創
始

者
の
『
代
身
者
・
相
続
者
』」
と
主

張
す
る
誤
り

　
『
統
一
教
会
の
分
裂
』
は
、「
統
一

教
会
を
離
脱
し
た
文
亨
進
が
『
代
身

者
・
相
続
者
』」
で
あ
る
と
主
張
す

る
核
心
的
根
拠
は
、
以
下
の
宣
布
文

で
あ
る
と
述
べ
ま
す
。

　
「
万
王
の
王
は
一
人
の
神
様
、
真

の
父
母
様
も
一
人
の
父
母
、
万
世
代

の
民
も
一
つ
の
血
統
の
国
民
で
あ
り
、

一
つ
の
天
国
の
子
女
で
あ
る
。
天
宙

平
和
統
一
本
部
も
絶
対
唯
一
の
本
部

で
あ
る
。
そ
の
代
身
者
・
相
続
者
は

文
亨
進
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
の
人
は

異
端
者
で
あ
り
爆
破
者
で
あ
る
」（
１

７
３
ペ
ー
ジ
）

　

し
か
し
、
こ
の
内
容
は
「
宣
布
文
」

の
表
側
だ
け

0

0

0

0

の
内
容
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

前
述
の
と
お
り
、
宣
布
文
は
「
表
裏

で
一
つ
」
で
あ
る
と
真
の
お
父
様
が

語
っ
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
表
側
だ

け
で
判
断
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
『
統
一
教
会
の
分
裂
』
は
、
裏
側

を
隠
蔽
す
る
こ
と
で
、
か
え
っ
て
亨

進
様
に
「
文
亨
進
が
『
代
身
者
・
相

続
者
』」
だ
と
主
張
す
る
余
地
を
与

え
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

「
最
初
の
宣
布
文
」
の
表
側
の
「
そ

の
代
身
者
、
相
続
者
は
文
亨
進
」
と

い
う
部
分
だ
け
を
も
っ
て
、
亨
進
様

が
「
自
身
が
創
始
者
の
『
代
身
者
・

相
続
者
』」（
１
７
３
ペ
ー
ジ
）
と
主

張
で
き
る
核
心
的
根
拠
と
は
な
り
え

ま
せ
ん
。
真
の
お
父
様
と
真
の
お
母

様
、
亨
進
様
の
や
り
取
り
を
映
し
た

「
寝
室
の
動
画
は
こ
の
証
拠
」（
同
）

で
す
。

　
『
統
一
教
会
の
分
裂
』（
１
６
８
～

１
７
３
ペ
ー
ジ
）
に
は
、「
寝
室
の

動
画
」
の
内
容
を
記
載
し
て
い
ま
す

が
、
そ
の
主
要
な
内
容
は
「
最
初
の

宣
布
文
」
の
裏
側
に
書
か
れ
た
「
特

報
事
項
」
に
つ
い
て
の
や
り
取
り
で

す
。
と
こ
ろ
が
、『
統
一
教
会
の
分

裂
』
は
、「
最
初
の
宣
布
文
」
が
表

側
だ
け
か
の
よ
う
に
描
い
て
い
る
の

で
す
。
そ
れ
は
、
ま
る
で
「
韓
鶴
子

の
強
力
な
要
求
に
応
じ
て
、
創
始
者

は
最
初
の
宣
布
文
を
作
成
し
た
」（
１

７
３
ペ
ー
ジ
）
か
の
よ
う
に
偽
っ
て

い
る
も
の
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。「
最
初

の
宣
布
文
」
は
色
紙
の
「
表
裏
で
一

つ
」
な
の
に
、
裏
側
の
「
特
報
事
項
」

を
隠
蔽
し
て
い
る
た
め
、「
最
初
の

宣
布
文
」
と
し
て
の
内
容
を
的
確
に

記
述
し
て
い
な
い
の
で
す
。

　

真
の
お
父
様
が
「
特
報
事
項
」
を

書
き
終
え
た
あ
と
、
真
の
お
母
様
は

そ
こ
で
初
め
て
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
何
度
も
、
二
度
三
度
、
申

し
上
げ
て
、
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
」

と
語
っ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、『
統
一

教
会
の
分
裂
』
は
そ
の
お
母
様
の
み

言
も
削
除
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

〝
虚
偽
の
ス
ト
ー
リ
ー
〟
を
つ
づ
る

た
め
で
す
。「
寝
室
の
動
画
」
の
中

で
の
お
父
様
の
み
言
を
次
の
よ
う
に

記
載
し
て
い
ま
す
。

　
「
天
宙
平
和
統
一
連
合
本
部
は
、

本
部
も
絶
対
唯
一
本
部
で
あ
る
。
こ

の
本
部
が
二
つ
で
あ
る
わ
け
に
は
い

か
な
い
」（
１
６
９
ペ
ー
ジ
）
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こ
の
よ
う
に
、
真
の
お
父
様
は

「
本
部
が
二
つ
で
あ
る
わ
け
に
は
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

か
な
い

0

0

0

」
と
語
ら
れ
、
ま
た
、「
最

初
の
宣
布
文
」
は
色
紙
の
「
表
裏
で

0

0

0

一
つ

0

0

」
だ
と
語
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

そ
し
て
、「
最
初
の
宣
布
文
」
の
表

側
に
あ
る
「
天
宙
平
和
統
一
本
部
」

と
は
、
そ
の
裏
側
の
「
世
界
統
一
教

宣
教
本
部
」
の
こ
と
を
指
し
て
い
る

の
で
す
。「
世
界
統
一
教
宣
教
本
部
」

と
は
「
世
界
平
和
統
一
家
庭
連
合
世

界
宣
教
本
部
」
の
こ
と
で
あ
り
、
そ

の
「
公
文
の
み

0

0

認
定
す
る
」
と
真
の

父
母
様
は
宣
布
さ
れ
た
の
で
す
。「
寝

室
の
動
画
」
の
中
で
、
真
の
お
母
様

は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
「
世
界
宣
教
本
部
会
長
の
話
だ
け

0

0

0

0

0

0

を
聞
け

0

0

0

…
…
そ
れ
が
お
父
さ
ん
の
み

言
葉
で
は
な
い
で
す
か
？
…
…
亨
進

の
名
前
立
て
る
わ
け
で
も
な
く
、

0

0

0

0

0

0

0

0

0

た

だ
、
お
父
さ
ん
の
名
前
で
、
世
界
宣

教
本
部
か
ら
出
る
公
文
だ
け
、
民
は

認
め
ろ
、
こ
れ
で
す
よ
」（
１
６
９

～
１
７
０
ペ
ー
ジ
）

　　

こ
の
よ
う
に
、
真
の
お
母
様
は

「
亨
進
の
名
前

0

0

0

0

0

立
て
る
わ
け
で
も
な

0

0

0

0

0

0

0

0

く0

」
と
述
べ
、「
世
界
宣
教
本
部
会

0

0

0

長
の

0

0

話
だ
け
を
聞
」
き
、「
世
界
宣

教
本
部
か
ら
出
る
公
文
だ
け

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
民
は

認
め
ろ
」
と
語
っ
て
お
ら
れ
る
よ
う

に
、
裏
側
の
「
特
報
事
項
」
を
強
調

し
て
お
ら
れ
ま
す
。「
亨
進
の
名
前

0

0

0

0

0

立
て
る
わ
け
で
も
な
く

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」
と
あ
る
よ

う
に
、
こ
の
宣
布
文
は
、
亨
進
様
が

「
創
始
者
の
『
代
身
者
・
相
続
者
』」

で
あ
る
と
宣
布
さ
れ
た
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
家
庭
連
合
の
〝
世
界
会

長
〟
と
い
う
そ
の
位
置
こ
そ
が
、
真

の
父
母
様
の
「
代
身
者
・
相
続
者
」

と
い
う
立
場
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。

　

二
〇
一
八
年
現
在
、
亨
進
様
は

「
統
一
教
会
を
離
脱
」
し
て
お
り
、

家
庭
連
合
の
世
界
会
長
の
立
場
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
の
亨
進
様
は
、

真
の
父
母
様
の
「
代
身
者
・
相
続
者
」

と
い
う
立
場
の
〝
世
界
会
長
〟
と
い

う
位
置
か
ら
完
全
に
離
脱
し
て
い
る

の
で
す
。

　

さ
ら
に
、
亨
進
様
は
非
原
理
集

団
・
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
教
会
を
立
ち

上
げ
、
真
の
お
母
様
を
「
堕
落
し
た

エ
バ
、
バ
ビ
ロ
ン
の
淫
婦
、
レ
ズ

ビ
ア
ン
」（
１
７
３
ペ
ー
ジ
）
と
非

難
し
、
今
で
は
、
真
の
お
父
様
と
姜カ

ン

賢ヒ
ョ
ン

實シ
ㇽ

氏
を
〝
結
婚
〟
さ
せ
、
姜
賢

實
氏
が
「
真
の
母
」
だ
と
偽
る
歴
史

的
な
重
罪
を
犯
し
て
い
ま
す
。（
注
、

こ
の
お
父
様
と
姜
賢
實
氏
の
〝
結

婚
〟
の
問
題
点
に
つ
い
て
は
、
真
の

父
母
様
宣
布
文
サ
イ
ト
の
映
像
「
姜

賢
實
氏
の
再
婚
問
題
と
サ
ン
ク
チ
ュ

ア
リ
教
会
の
〝
祝
福
式
〟
が
示
す

異
端
性
」
を
参
照
の
こ
と
。https://

trueparents.jp/?page_id=4352

）

ま
さ
に
、
亨
進
様
の
今
の
姿
は
「
異

端
者
で
あ
り
爆
破
者
」
の
姿
な
の
で

す
。

　
「
最
初
の
宣
布
文
」
は
、「
統
一
教

会
か
ら
文
顯
進
を
完
全
に
除
去
す
る

た
め
に
作
成
さ
れ
た
作
品
」
で
も
、

亨
進
様
が
「
創
始
者
の
『
代
身
者
・

相
続
者
』」
で
あ
る
と
宣
布
し
た
も

の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。「
最
初
の
宣

布
文
」
と
は
、
真
の
子
女
様
が
真
の

父
母
様
を
否
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

宣
布
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
も
の
で

あ
り
、
真
の
父
母
様
が
悲
痛
な
心
情

を
も
っ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
な
の
で

す
。

　

と
こ
ろ
が
、『
統
一
教
会
の
分
裂
』

は
、
そ
の
よ
う
な
真
の
父
母
様
の
み

言
を
改
竄
し
、
顯
進
様
を
悲
劇
の
犠

牲
者
と
し
て
祭
り
上
げ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。

　

二
〇
〇
九
年
十
一
月
十
四
日
、
当

時
、
世
界
会
長
で
あ
っ
た
亨
進
様
が
、

真
の
お
父
様
の
指
示
に
よ
り
「
顯
進

お
兄
さ
ん
が
、
真
の
父
母
様
に
従
わ

な
け
れ
ば
、
統
一
教
会
の
人
た
ち
は

従
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
…
…
私

（
亨
進
様
）
が
、
真
の
父
母
様
を
否

定
し
た
り
、
真
の
父
母
様
に
従
わ
な

か
っ
た
り
す
れ
ば
、 

統
一
教
会
の
人

た
ち
は
、
私
に
従
っ
て
は
い
け
ま
せ

ん
」
と
語
っ
て
い
る
よ
う
に
、
私
た

ち
は
天
の
父
母
様
（
神
様
）
と
真
の

父
母
様
の
願
い
に
従
っ
て
ひ
た
す
ら

前
進
す
べ
き
で
あ
り
、
真
の
父
母
様

を
否
定
し
て
い
る
『
統
一
教
会
の
分

裂
』
の
〝
虚
偽
の
ス
ト
ー
リ
ー
〟
に

だ
ま
さ
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。


